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Ⅰ．はじめに 











































 伝化物流は 1999 年から貨運市場に代表される物流サービス取引のプラットフォーム（以
下、物流プラットフォーム）を研究し始め、新しい貨運市場のあり方について検討を重ね
た。その研究の成果を反映して、約 3 年後の 2002 年に同社は貨運市場事業に乗り出した。
同社は杭州市の郊外で、これまでの貨運市場と異なる物流プラットフォームの建設を始め、

































開設している。これらの LTL ルートは全国 220 の主要都市を網羅している。トラック輸送
サービスの取引はメインであるが、12 の鉄道利用運送業者と 6 の内航船舶利用運送業者も
入居しているため、トラック以外の輸送機関を利用する輸送サービスとインターモーダル
輸送サービスも基地内で取引されている。平均的に 1 日あたり配信される貨物情報（需要
情報）は約 7000 件で、1 日あたり成約した貨物輸送量は約 5 万トンにのぼるという。 
 基地内に約 87,000 ㎡の駐車エリアがあり、 大で 1,200 台のトラックを収容できる。1






 伝化物流の説明によれば、基地内に約 10 万㎡の保管面積を有する倉庫施設が建設された








総額は 56.6 億元に達し、前年比で 169.21％増である。2010 年の納税額は 2 億元にのぼっ
た。伝化物流の実施した、基地の所在地域（蕭山経済技術開発区を中心とする地域）の約 2
万社の鉱工業と商業企業を対象とする調査の結果によると、基地を通して物流サービスを










都物流センターという物流団地に立地している（図 2）。敷地面積は浙江基地のほぼ 2 倍の
1,150 ムで、新都物流センターの半分近くを占めている。総投資額は 15 億元にのぼる。2009







                                                  
1 2005 年 9 月に制定した「成都市現代物流業発展規劃綱要」によると、成都市の近代的物流施設体系は「1
網 2 平台」と「3 園区 4 中心」を骨格に構築されてくる計画だ。「1 網 2 平台」とは「物流快速ネットワー
















 情報取引センターは 8.1 万㎡の床面積の建物の中に設置されており、約 1,300 社の物流仲
介事業者が入居している（図 3）。ここで 1 日あたり約 3,000 件の貨物情報（需要情報）を
配信し、10 万ドンほどの貨物の輸送サービスが成約される。インテリジェンス車両ソース
センターは情報化された駐車場であり、400 ム余の敷地に 5,000 台分の駐車スペースがある。
1 日あたり延べ 7,000 台以上のトラックは出入りするという。小口混載輸送センターにはす
























モデル」の貨運市場はいかなる特徴があるのかを見てみる。筆者らは 2008 年 3 月 24 日に
浙江基地を、2009 年 9 月 11 日に成都基地をそれぞれ訪問し、フィールド調査を実施した。
また、2010 年 11 月 20 日に西南交通大学で成都基地の責任者である謝萍氏にインタビュー
を行った。以下の記述はフィールド調査ならびにインタビューに基づくものである。 
 






























図 6. 取引ホールの中央にあるサービスカウンター 
                                                  
2 物流事業者は基地運営側から部屋を借り受ける。家賃はフロアや取引ホールとの距離によって差が設け













































 上記の IT メディアに加えて、ホワイトボートに貨物情報を書いてそれを交易ホールで並






















リードタイムは成都基地では 6 時間（2010 年 11 月現在）に縮まったのに対して、成都の




































































































































































図 13 成都基地内の保険事務所と郵便局 
 
（出所：筆者ら撮影） 





図 15 成都基地内の警察局の出先機関 
 
（出所：筆者ら撮影） 







































 図 18 は伝化の物流基地の情報化プラットフォームを示している。それは、4 つのアプリ







































































































年度の売上高が 1 億元を超えたのは 3 社、5,000 万元以上は 5 社、2,000 万元以上は 80 社
もある。これらの事業者は 2003 年度の売上高が平均的に約 200 万元に過ぎなかった。これ
らの事業者は同じ地域の伝統的な貨運市場にベースを置く物流事業者らに比べて目覚まし
い発展を遂げている。 





























の一つでもある。当初は、2015 年にかけて、合わせて 10 ヶ所の物流基地を新たに設立し
全国主要地域をカバーするネットワークを作り上げるという壮大な事業計画を立てたが、
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